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1． 序論 

その 1で旧町村の施設を 4グループに分類した。その

中から、代表的 6事例と利用者数が極端に少ない萩市の

11 施設についての事例調査を行うことにより、実際の

利用圏を明らかにする。 

 

2． 調査概要 

2.1 調査対象施設 

調査対象は山口県内全 141 施設（2012 年 4 月時点）

のうち、旧町村に設置された 42施設である。 

2.2 調査方法 

42 施設から、未通園児数と利用組数がグループ平均

値に近い数値を示す施設を事例分析の対象として選定し、

代表的 6施設について、施設管理者に運営方法、支援内

容・場所等のヒアリングを行った。また、施設の利用者

に利用者の年齢、居住地、施設選定理由等のアンケート

調査を行った。調査期間は 2013年 9月から 2014年 1月、

9 月から 11月である。 

 

3. グループ A（萩市）の事例分析 

3.1 萩市元気子育て支援事業 

萩市では市町村合併(2005 年)前の 1996 年に、旧萩市

で最も規模の大きかった私立保育園に「センター型」施

設が 1 ヶ所設置されていたが、旧町村部では過疎化が

進行しており、子育て支援ニーズや保育園からの要望が

なかったため、施設の設置は進んでいなかった。しかし、

過疎地域を対象とした「元気型」事業開始後、市中心部

から離れた地域においても子育て支援施設の設置が計画

された。そして、市町村合併後、旧町村部においても同

様の子育て支援拠点施設の機能が求められたことによっ

て、旧町村部の公立保育園に「元気型」施設が 10 ヶ所

設置された(2009 年)。この事業は市の単独事業へと移

行し、萩市元気子育て支援事業として現在も継続されて

いる。 

3.2 施設概要 

萩市の 11 施設の立地状況を図 1 に示す。施設の選定

は、市がバランスを考慮し合併前の旧町村部の公立保育

園に設置しているため、市全体に分散されて立地してい 

 

図 1 施設立地状況（萩市） 

 

る。また、表 1 に 11 施設の概要を示す。運営主体は萩

市で、建物形態は保育園である。 

 運営形態については、園によって異なる。未通園児数

が 50 人以下の校区が多く、子育て支援のニーズが小規

模であるため、主に週 1日の開設となっており、その他

の施設では随時の受け入れとなっている。全 11 施設で

スタッフは子育て支援専任ではなく、保育園の職員との

兼任で、1 名体制で勤務している。支援の場所は、園舎

の解放を行わず、園庭のみの解放を行う施設が 2施設あ

る。園舎の解放を行っている施設では、空き室や、各年

齢の保育室を支援の場として開放しており、施設番号 2

については、相談以外の利用が無いため、職員室・事務

室が支援の場となっている。 

 

4. グループ A,B の事例分析 

4.1 はじめに 

各グループから選定した施設の実態を明らかにするた

め、事例分析を行う。表 2にグループ A,B の調査対象施

設、3施設の施設概要を示す。 
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4.2 施設 A（カンガルーム） 

施設 Aは美祢市に立地している。美祢市では施設 1の

他に、旧市の大嶺校区に 1ヶ所、旧町村の美東校区に施

設 B-1が設置されている。施設 1は秋芳南校区に立地し

ており、未通園児数は 27人で、その 7.7％にあたる 2.1

組が 1日に平均して利用している。隣接する大嶺校区で

未通園児数は 141 人で、その 1.6％にあたる 2.3 組が 1

日に平均して利用している。 

運営主体は美祢市で、建物形式は学童保育施設が併設

されている保育園である。運営形態については、開館曜

日は週 5 日、開館時間は 9：30 から 15：30 前後の約 6

時間である。支援の場所は、秋吉保育園の遊戯室(160

㎡)の後方に畳を常時設置し活動スペースとしている。

しかし、他に空き室がなく、保育園の発表会や入園式前

には遊戯室で練習を行うため、この際にはやむをえず子

育て支援施設を休館にしている。このように秋吉南校区

では、施設の利用が望まれる未通園児数が 27 人と少な

く、支援の場も保育園との兼用で安定して利用できない。 

4.3 施設 B-1（みと～っこ） 

施設 B-1は美祢市の美東校区に立地しており、未通園

児数は 91 人で、その 12.3％にあたる 11.2 組が 1 日に

平均して利用している。美祢市内の大嶺校区よりも未通

園児数は少ないものの、1 日平均利用組数は 5 倍となっ

ている。運営主体は美祢市で、建物形式は公共施設であ

る。運営形態については、開館曜日は週 2日、開館時間

は 8：30から 12：00前後の約 3.5時間である。 

支援の場所は美東保健福祉センターの和室(72㎡)を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援専用室として借りている。駐車場はセンター

の駐車場の一角、20 台程度が確保されており、十分な

スペースが確保されており利用しやすくなっている。 

 利用者のうち、週 1 回・週 2 回の利用者が 63.2％で

ある。また、自宅から近いから・知人が利用しているか

らという理由で利用している利用者が 75.7％であるこ

とから、仲の良い知人同士での利用がほとんどで新たな

利用者がないことがわかる。 

4.4 施設 B-2（三隅子育て支援センター） 

施設 B-2 は長門市に立地している。長門市では施設 3

の他に、旧市に 2ヶ所、旧町村に 1ヶ所子育て支援施設

が設置されている。施設 3が立地する三隅校区では、未

通園児 84 人で、1 日平均利用組数はその 9.0％にあたる

7.6 組である。支援の場として利用されている三隅保育

園は、2005 年 3 月に長門市と三隅町、日置町、油谷町

の 1 市 3 町が合併した際に、3 園が統合され園舎も新築

された。これに合わせて子育て支援専用室も併設された。

空間面積は 100.8 ㎡で、1 日平均利用組数で割ると、1

組当たり 13.2 ㎡利用可能である。三隅校区の未通園児

数は 100人未満であるが、支援の場所は専用室が完備さ

れており玩具等も充実していることや、駐車スペースが

広く確保されていることで利用しやすい環境にある。運

営主体は長門市で、建物形式は保育園である。運営形態

については、開館曜日は週 3 日、開館時間は 9：30 から

15：30前後の約 6時間である。 

隣接校区の他の施設について、深川校区では未通園児

数 287人で、その 3.4％にあたる 9.7組が 1日に平均し 

表 1 施設概要（萩市） 

1注１） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成21(2009)年 平成18(2006)年

昭和58(1983)年 昭和59(1984)年3月 昭和59(1984)年3月 昭和31(1956)年7月 平成16(2004)年3月 平成2(1990)年3月 不明 昭和53(1978)年 昭和43(1968)年 昭和43(1968)年 昭和55(1980)年

不明・１階 鉄骨・1階 鉄骨・1部2階 木造・平屋 木造・平屋 ＲＣ・1階 木造・１階 不明・１階 鉄骨・1階 不明・１階 鉄骨・１階

園庭 事務室 職員室・遊戯室 職員室 各年齢保育室 保育室・遊戯室 空き室・遊戯室
空き室・遊戯室

保育室
空き室・遊戯室 遊戯室 空き室

小学校駐車場借用 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場 保育園駐車場

－ － 随時
水曜日

7:30～18:00
随時 水曜日10:00～11:30

水曜日随時
毎週火曜

7:30～18:00
随時

第2・4土曜
7:30～18:00

第1・3土曜日 随時9:00～16:00

0.2 0.4 0 0.2 0.3 0.2 0.1 0.2 1.1

当日出勤の職員担当 当日出勤の職員対応 兼任1名 兼任1名 兼任1名 兼任1名 兼任2名 兼任1名 兼任1名 未満児クラス保育士 兼任1名

園内行事、
小学校行事の参加

－ 園内行事の参加 － － － 園内行事の参加 － 遊び場提供 遊び場提供 園内行事の参加

－
・園庭開放
・園内行事の参加

参加可能な
園内行事を追加

園内行事の参加 園内行事の参加 園内行事の参加 － 園内行事の参加
・園内行事への参加
・母親サークル活動

・園内行事への参加
・母親サークル活動

－

育児相談 －
一時預かりに
伴う事前相談

－ － － 育児相談 － － － 育児相談

－ 育児相談(随時) 育児相談(随時) 育児相談(随時) 育児相談(随時) 育児相談(随時) － 育児相談(随時) 育児相談(随時) 育児相談(随時) －

－
・行事ポスター掲示
・高齢者へ呼びか

－
地域行事への

参加促進
未就園児家庭への

活動のおしらせ
－ 園だよりの発行 －

－ － －
子育て講習会

(園行事)
－

子育て講習会
(園行事)

子育て講習会
(園行事)

子育て講習会
(園行事)

子育て講習会
(園行事)

－
子育て講習会

(園行事)
－

－ － 地域密着型の体制
地域交流ルーム

の設置

－
入園前の見学
育児不安解消
親子相互交流

－ －

施設番号

写真

開設年月

建築時期

駐車場

施
設
概
要

活
動
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

上
段
事

業
利
用
前
～

、
下
段
事
業
利
用
後
～

)

支援の場

構造・階数

園庭開放
曜日・時間

親子交流の
場提供と交流

促進

育児相談・
援助の実施

地域の子育
て関連情報

提供

第1・3水曜日
9:30～11:00

第2・4土曜日
9:30～11:00

1日平均

利用組数注2）

運
営
形
態

スタッフ

第1・3
水曜随時

随時
9:00～16:00

火曜日
9:00～11:00

園舎開放
曜日・時間

子育て関する
講習会等実

施

－

－

－

－
その他

取り組み

0.1

－

－ －

－ －

－ －

－

－ －

－

－

－

－ －
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表 2 施設概要（グループ A,B） 

図 2 施設平面図 

図 4 利用圏 

図 3 利用者アンケート 

0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100%

母親の年齢

子どもの年齢

施設利用頻度

利用のきっかけ

20代 30代 40代

1歳未満 1歳 2歳 3歳 3歳以上

初めて 1回 2回 3回 4回 不定期

子育て関連の講習 近くを通りがかって その他利用者からの紹介 スタッフからの紹介 パンフレット等

自宅から近い　　　知人が利用している　　　プログラム・イベントの内容に惹かれて　　　施設設備の充実に惹かれて
駐車場が広い　　　利用したい日時と開設日時が合っている　　　　その他

施設選定理由

施設A 施設B-2 施設B-2

運営形態

開設年月 構造・階数 建物形式 支援の場（面積） 駐車場 開設曜日（時間） 人数 体制

施設A
美祢市

（美祢市立秋吉保育園）
1996年4月

鉄筋コンクリート

平屋

保育園

（学童施設併設）

遊戯室の一部

（13.4㎡/160㎡）

保育園用4台

公民館駐車場

月～金

（9:30～11:30、13:00～15:00）
2名( 有償 )

2名体制

(専任：1、兼任：1 注１)

施設B-1
美祢市

(市立大田保育園)
2002年8月

鉄筋コンクリート

平屋

地域福祉

センター

子育て支援室

( 72 ㎡)

センター専用

20台程度

火、金

（8:30～12:30)
1名( 有償 )

1名体制

(専任：1)

施設B-2
長門市

（市立三隅保育園）
2005年4月

木造

平屋
保育園

専用室

（100.8㎡）

保育園専用

20台

月・火・金

（9:30～12:00、13:00～15:30）
3名( 有償 )

2名体制

(専任：2、兼任：1 注２）

施設番号 運営形態
施設概要 スタッフ

注1）園長がセンター長を兼任している。　注2）市内の他の施設スタッフと兼任している。

長門市

宇部市

0 5 10㎞

山口市
美祢市

萩市

美祢市

楠
189(155)

4.5 組 (3.2%)

大嶺
253(141)

小野
18(5)

美東
138(91)

秋芳北
45(27)

佐々波

明木

木間

小鯖

美東
138(91)

小野
18(5)

三隅
153(84)

萩市

28(8)

15(10)11.2 組
(12.3%)

262(87)
大殿

小郡
807(637)

2.1 組 (7.7%)
秋芳南
59(27)

秋芳北
45(27)

0 5 10㎞

三隅
153(84)

美東
138(91)

深川
427(287)

長門市

仙崎
128(65)

9.7 組 (3.4%)

6.5 組 (10.0%)

11.2 組 (12.3%)

木間

施設 B1

秋芳北
45(27)

宇部市

山口市

萩市長門市

山陽小野田市 0 5 10㎞

：施設、　：対象校区 、　： 主な国道

：自治体境界線、　：中学校区境界線

凡例 )

注１) 子育て支援施設については、1日平均利用組数と、校区内の未通園児

　　 数に対する割合を示す。

注２）○内の数字は対象施設の利用組数を示す。

中学校区名
□乳幼児数 (■未通園児数 )

伊佐
109(98)

19.3 組(12.5%)

施設B-2

7.6 組(9.0%)

秋芳南
59(27)

施設 A

高栄

吉敷

2.1 組(7.7%)

65(65)

65(65)

0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100%

来所所要時間

～ 5分 ～ 10 分 ～ 20 分 ～ 30 分 30 分～ 校区内からの利用者

0.2 組(2.0%)11.2 組 (12.3%)

三見
15(6)

4.8組 (5.3%)

20.4 組(3.2%)

0.1 組(1.3%)

：施設、　：対象校区 、　： 主な国道

：自治体境界線、　：中学校区境界線

凡例 )

注１) 子育て支援施設については、1 日平均利用組数と、校区内の未通園児

　　 数に対する割合を示す。

注２）○内の数字は対象施設の利用組数を示す。

中学校区名
□乳幼児数 (■未通園児数 )

：施設、　：対象校区 、　： 主な国道

：自治体境界線、　：中学校区境界線

凡例 )

注１)子育て支援施設については、1 日平均利用組数と、校区内の未通園児

　　 数に対する割合を示す。

注２）○内の数字は対象施設の利用組数を示す。

中学校区名
□乳幼児数 (■未通園児数 )

551



て利用している。未通園児数に対して利用組数は少ない

のは、施設の空間に限度があるため、1 日に利用できる

親子が限られるからではないかと考えられる。また、旧

市の仙崎校区では、未通園児が 65 人であるが、1 日平

均利用組数はその 10％にあたり、利用割合が高い傾向

がみられる。 

 

5. グループ A,B の利用圏構造 

図 4 に施設の利用圏を示す。 

施設 A は、校区内からの利用者が 41.7％、施設が無

い隣接校区からの利用者を合わせると 83.3％となって

おり、車で 20 分以下で通所できる範囲に居住している。

また、山口市と山陽小野田市からの利用者は、実家帰省

時の利用者で、その利用頻度は不定期である。 

施設 B-1 は、校区内からの利用者が 94.4％を占めて

いる。山口市からの利用者は、以前美東校区に住んでお

り、引っ越した後も引き続き利用している。スタッフが

1 人体制で利用者との結びつきも強く、仲の良い知人同

士での利用が確立されている。 

施設 B-2 は、校区内からの利用者が 47.4％で、残り

は隣接校区からの利用者である。深川校区と仙崎校区か

らの利用者は、校区内に施設はあるものの、曜日によっ

て仲の良い知人と集まるために施設を使い分け、室面積

も広く玩具等の施設設備の整った施設 B-2を優先して利

用しているためである。また、深川校区からの利用者は、

校区内の施設が月曜日は休館日のため、施設 B-2を利用

していた。 

 

6. 結論 

得られた知見は以下の通りである。 

1)萩市のように未通園児数が極端に少ない校区では、中

学校区に 1施設という高水準での施設整備がされてい

るものの、利用者が見込めず、施設が機能していない。 

2)施設 A はグループ A で、未通園児数が 50 人以下の校

区に立地しており、表 3 のカテゴリ数量が-2.89 であ

ることから、多くの利用者が見込めないことがわかる。

また、支援の場の室面積は遊戯室（160 ㎡）と広いも

のの、実質の活動スペースは畳コーナー（12.4 ㎡）

であるため、カテゴリ数量は-1.80 となっており、大

人数での利用は限られることがわかる。開設日数は週

5 日と多いが、週 1.2回程度の利用者が 58.3％である

ため 1日当たりの平均利用組数は低くなる。 

 

 

 

 

 

 

表 3 一日平均利用組数－理論値 

Ｙ
（実測値）

Y
（理論値） X

1
X

2
X

3
X

4
X

5 定数

施設A 2.1 3.50 -1.80 1.66 -2.89 -0.77 0.37 6.93

施設B-1 11.2 11.72 -0.40 1.63 0.92 2.96 -0.32 6.93

施設B-2 7.6 8.03 -0.40 1.66 0.92 -0.77 -0.32 6.93

Y：一日平均利用組数

X
1
：室面積, X

2
：10km圏内施設数, X

3
：未通園児数, X

4
：建物形式, X

5
：開設日数  

 

3)施設 B-1はグループ Bで、公共施設設置型の施設であ

るため、カテゴリ数量が 2.96 となっており、利用者

が多く見込めるころがわかる。これは、駐車場スペー

スが広く確保されており、保育園に比べて気軽に来所

しやすく、利用しやすいと考えられるためである。ま

た、10km 圏内周辺施設数は 0 施設であるため、校区

内からの利用者が主な利用者となっており、利用者は

知人同士での結びつきが強いため利用頻度が高く、利

用者が多い要因となっている。 

4)施設 B-2はグループ Bで、施設 B-1と 1 日平均利用組

数の実測値には 3.4組の差がある。これは、表 3から、

建物形式が保育園でカテゴリ数量が-0.77 であるため、

施設 B-1と比べ利用者数が少なくなっているとがわか

る。しかし、施設 B-2は施設 B-1に比べ、施設のある

隣接校区からの利用者が多く、施設設備の充実を理由

に施設を利用し、目的によって利用者が施設をうまく

使い分けていることや、国道沿いに立地しているため

アクセスがしやすく、隣接校区からの利用であっても

来所所要時間は 20 分以下の利用者が 94.7％と高いこ

とから、施設の利用組数がグループ Bの平均の 6.4組

よりも高くなっている。 
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